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なばり市議会だより
令和6年2月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例議会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

放課後児童対策を要望放課後児童対策を要望
－ 主な要望内容 －

▶閉所時間や延長保育の利用料金など、クラブ間で
生じている運営状況の差の是正

▶小学６年生までの受入ができていない一部のクラ
ブにおける場所の確保や整備

▶夏休みなどの長期休業中における受入体制の充実
▶放課後児童支援員等の人員確保や処遇改善、研修
等によるキャリアアップ支援の充実

▶地域、保護者、学校、行政間の連携および協力体
制の強化

放課後児童クラブ（学童保育）

▶子どもの居場所づくりを進めるために市役所の
　組織を整備
▶放課後児童クラブとの将来的な一体運営を視野
　に入れ、モデル校設置に向けた検討

放課後子ども教室

令和5年
  5 月 18日　所管事務調査を「放課後児童クラブの状況について」 に決定
  7 月～ 10月　小学生の保護者を中心に各種団体との懇談会を実施
10月 19日～ 20日　行政視察

12月 4日　議長より放課後児童対策に関する要望書を市長および教育長に提出

要望書を議長から市長と教育長に提出。写真左から吉住教育民生副委員長、永岡教育民生委員長、細矢議長、北川市長、西山教育長

　12月 4日、議長および教育民生委員長、同副委員長が市長および教育長に対し、放課
後児童対策に関する要望書を提出しました。
　教育民生委員会では、これまでも各種団体との懇談会などを通じて、放課後児童クラブ
などの運営上の課題や問題点についてご意見を頂戴してきました。
　このことを踏まえ、今年度は、放課後児童対策を調査事項とし、各種団体との懇談や先
進地への行政視察、委員間での協議を経て、放課後児童クラブなどの運営状況の改善や受
入体制の整備を目的とした要望書を作成・提出するに至りました。

教育民生委員会 要望書提出までの歩み

※

※所管事務調査 …市への政策提言や条例の立案などを目的に、委員会が自主的に所管する事務について行う調査

放課後児童クラブと放課後子ども教室を一
体的に運営し、子どもの居場所づくりに取
り組む埼玉県和光市および千葉県我孫子市
で行政視察を行いました。
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川
合 

滋  

議
員

喜
働

平
和
を
愛
す
る
日
本
人
が
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
こ
と

は
平
和
を
訴
え
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
考
え
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
県
の
主
催
で
沖
縄
に
あ
る「
三
重
の
塔
」

で
の
戦
没
者
慰
霊
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本

年
度
は
市
長
に
も
参
列
い
た
だ
い
た
が
、
今
後
も
公

務
と
し
て
参
列
し
て
ほ
し
い
。

「
三
重
の
塔
」
へ
の
参
列

Q戦
争
の
記
憶
と
遺
族
の
深
い
悲
し
み
を
次
世
代
に
語

り
継
い
で
い
く
こ
と
が
我
々
の
使
命
と
考
え
て
お

り
、
参
列
時
に
は
沖
縄
県
女
性
力
・
平
和
推
進
課
も

訪
問
し
、
平
和
学
習
の
取
組
な
ど
の
聴
き
取
り
も
行

っ
た
。
今
後
の
参
列
は
時
間
や
財
源
の
こ
と
も
踏
ま

え
検
討
す
る
。

時
間
や
財
源
を
踏
ま
え
て
検
討

A

動   画
1:07:13

https://www.facebook.com/nabarishigikai
ホームページ　 エックス（旧ツイッター）
https://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html

フェイスブック　
https://twitter.com/nabari_gikai

AQ＆ 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。一般質問

阪
本 

忠
幸 

議
員

公
明
党

赤
目
四
十
八
滝
の
入
口
に
あ
る
日
本
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
今
後
の
改
修
に
向
け

た
計
画
の
内
容
を
問
う
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
セ
ン
タ
ー

Q水
族
館
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

赤
目
四
十
八
滝
渓
谷
保
勝
会
が
中
心
と
な
り
セ
ン
タ

ー
の
改
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
幅
３
メ
ー
ト
ル
の

大
き
な
水
槽
を
設
置
し
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

展
示
は
も
ち
ろ
ん
、
渓
谷
内
の
岩
窟
滝
を
水
槽
内
に

再
現
す
る
こ
と
で
そ
の
場
の
光
景
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
作
り
に
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
楽
し

い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
水
族
館
と
し
て
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
目
指
し
て
い
る
。

水
族
館
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

A

動   画
4:07:12

あ
ら
ま
し

令
和
5
年
12
月
定
例
議
会

　

12
月
定
例
議
会
を
12
月
4
日
か
ら
21
日
ま

で
の
18
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
提
出

さ
れ
た
議
案
は
条
例
改
正
５
件
、
一
般
議
案

４
件
、
補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
２
件
、

議
員
提
出
議
案
１
件
の
計
19
議
案
お
よ
び
請

願
１
件
で
す
。
こ
れ
ら
の
議
案
を
本
会
議
・

常
任
委
員
会
で
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
、
請
願
を
採
択

し
ま
し
た
。  

　

一
般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
14
議
員
が

登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

補
正
予
算

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
で

13
億
3
6
8
0
万
円
の
増
額
補
正
を

行
い
、
増
額
後
の
一
般
会
計
予
算
額
は

3
2
4
億
3
6
2
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
人
件
費
や
扶
助
費
の
精
査
に

加
え
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
世
帯
に
対
す

る
給
付
事
業
に
5
億
9
9
7
5
万
円
、
ふ
る

さ
と
寄
附
金
の
増
収
を
見
込
ん
だ
返
礼
品
や

各
種
手
数
料
な
ど
に
要
す
る
経
費
や
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
、
ふ
る
さ
と

寄
附
金
関
連
で
1
億
4
5
1
5
万
円
、
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和
６
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
か
月
間
実
施
す
る
、

学
校
給
食
費
や
保
育
施
設
等
の
副
食
費
の
無

償
化
な
ど
の
事
業
に
７
０
７
３
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
会
計
で
は
、
東
山
墓
園
造
成
事

業
特
別
会
計
で
4
5
6
万
円
の
増
額
、
介
護

保
険
特
別
会
計
で
3
6
6
万
円
の
増
額
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
原 

淳
子  

議
員

日
本
共
産
党

市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
不
調
病
休
者
比
率
が
三
重
県
で

一
番
高
く
、
特
に
看
護
師
が
多
い
。
看
護
師
か
ら
残

業
が
多
い
、
有
休
が
取
れ
な
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

あ
る
な
ど
の
声
も
届
い
て
い
る
。
昨
年
の
退
職
者
は

21
人
で
、
看
護
師
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
直
ち
に
看

護
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
が
働
く
環
境
の
改
善
を

求
め
る
。

市
立
病
院
看
護
師
の
処
遇
改
善

Q院
長
と
副
院
長
が
現
場
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
看

護
師
の
困
り
事
を
出
来
る
こ
と
か
ら
改
善
す
る
な

ど
、
声
を
あ
げ
や
す
い
環
境
作
り
を
進
め
て
い
る
。

10
月
に
は
夜
勤
手
当
の
改
正
を
行
い
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
も
経
験
年
数
に
応
じ
た
改
善
を
行

う
。

声
を
聞
き
改
善
を
進
め
る

A

動   画
0:07:45

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

国
会
で
は
長
引
く
物
価
高
に
対
応
す
る
総
合
経
済
対

策
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
な
ど
の
支

援
が
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
給
食
費
の

一
定
期
間
無
償
化
は
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
実

現
す
る
の
か
。

給
食
費
の
一
定
期
間
無
償
化

Q前
回
の
経
済
対
策
で
は
、
給
食
費
の
物
価
高
騰
相
当

分
に
交
付
金
を
充
当
し
た
。
今
回
は
国
の
重
点
支
援

地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月

ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
小
学
校
と
保
育
・
教
育
施
設
な

ど
に
対
し
、
給
食
費
を
無
償
化
す
る
方
向
で
準
備
を

進
め
る
。

小
学
校
と
保
育
所
な
ど
で
実
施

A

動   画
3:07:08

一
般
質
問
の
動
画
を
配
信
中
！

名
張 

太
郎 

議
員

会
派

QR
コード

　名張市議会 YouTube チャン
ネルでは、全ての本会議の様子
を配信しており、過去の定例会
を視聴することもできます。こ
の機会に、チャンネル登録をお
願いします。

一般質問 １日目（12月 8日）
① 三原 淳子（日本共産党）　② 川合 滋（喜働）
③ 吉住 美智子（公明党）　④阪本 忠幸（公明党）
⑤ 常俊 朋子（清風クラブ）

① 幸松 孝太郎（喜働）　② 富田 真由美（公明党）
③ 小林 勝（清風クラブ）　④  坂本 直司（清風ク
ラブ）　⑤ 足立 淑絵（喜働）　

① 藤川 美広（日本共産党）　② 山下 登（自由ク
ラブ）　③木平 秀喜（自由クラブ）　④柏 元三（自
由クラブ）

一般質問 2 日目（12月 11日）

一般質問 3 日目（12月 12日）
動   画
開始時間

　

動
画
配
信
サ
イ
ト 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、
一
般
質

問
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

各
議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
と
視
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
下
の
数
字
は
質
問
の
開
始
時
間
で
す
。

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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足
立 

淑
絵  

議
員

喜
働今

後
、
ま
す
ま
す
地
域
医
療
・
地
域
介
護
の
人
材
が

不
足
す
る
中
で
看
護
師
の
確
保
は
必
須
で
あ
る
。
昨

今
は
看
護
大
学
を
希
望
す
る
人
が
増
加
し
、
看
護
専

門
学
校
の
入
学
者
が
減
少
し
て
い
る
。
他
市
で
は
奨

学
金
制
度
が
充
実
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
看

護
専
門
学
校
を
持
つ
本
市
は
、
ど
の
よ
う
に
看
護
師

不
足
を
解
消
す
る
か
を
問
う
。

看
護
学
生
の
確
保

Q看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
４
月
に
改
正
す

る
。
現
在
、
月
額
２
万
円
の
貸
付
額
を
月
額
５
万
円

に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
看
護
専
門
学
校
の
運
営
に
つ

い
て
も
よ
り
良
い
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

奨
学
金
を
月
５
万
円
に
引
上
げ

A

動   画
5:04:03

小
林 

勝  
議
員

清
風
ク
ラ
ブ

名
張
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
地
周
辺
に
お
け
る

賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て

Q現
在
、
名
張
か
わ
ま
ち
づ
く
り
一
体
型
浸
水
対
策
事

業
地
周
辺
に
お
け
る
名
張
川
、
宇
陀
川
の
背
後
地
を

地
域
振
興
拠
点
エ
リ
ア
と
位
置
付
け
、
駐
車
場
と
ト

イ
レ
、
情
報
発
信
施
設
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
そ
れ
に
併
せ
て
、ベ
ン
チ
や
桜
並
木
な
ど
、

賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
整
備
を
検
討
し
、
市
内

外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
来
訪
者
が
集
う
エ
リ
ア
を
目

指
す
。 地

域
振
興
拠
点
と
し
て
検
討
中

A

動   画
3:03:58

幸
松 

孝
太
郎  

議
員

喜
働夏

見
廃
寺
跡
は
名
張
が
誇
る
べ
き
史
跡
で
あ
る
が
、

そ
の
魅
力
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
認
知
度
向

上
に
向
け
た
今
後
の
取
組
を
問
う
。

夏
見
廃
寺
（
昌
福
寺
）
Ｐ
Ｒ
を

Q
環
境
整
備
と
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

A

動   画
0:05:25

員

夏
見
廃
寺
展
示
館
の
入
口
付
近
の
看
板
や
駐
車
場
の

整
備
を
す
る
。
ま
た
、「
隠
夏
見
ひ
め
ぼ
た
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
12
月
下
旬
か
ら
桜
ま

つ
り
ま
で
約
８
０
０
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
を
点
灯
す

る
予
定
で
、
多
く
の
市
民
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、市
と
し
て
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
灯
を
消
す
こ
と
な
く
夏
見
廃

寺
跡
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
名
張
の
活
性
化

を
目
指
す
。

※1　ペットボタル…ペットボトルにＬＥＤライトを組み込んだもので、夜になると自動的に点灯する。
※2　ＰＦＩ…公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して行う手法

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

歯
科
検
診
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
な
歯
を
維
持

す
る
た
め
に
定
期
的
な
受
診
が
望
ま
し
い
が
、
受
診

率
は
低
い
。
歯
科
検
診
の
案
内
ハ
ガ
キ
に
、
指
定
医

療
機
関
の
情
報
や
検
診
の
必
要
性
な
ど
が
読
み
取
れ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
で
き
な
い
か
。
就
労
世
代
に

も
積
極
的
に
受
診
し
て
も
ら
え
る
手
法
が
必
要
で
あ

る
。 歯

科
検
診
の
受
診
に
つ
い
て

Q本
市
で
は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
40
歳
、
50
歳
、

60
歳
、
70
歳
に
加
え
、
55
歳
と
65
歳
の
方
に
も
検
診

を
実
施
し
て
お
り
、
全
体
の
受
診
率
は
15
・
1
％
で

あ
る
。
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
も
踏
ま
え
、
受
診
率

向
上
に
取
り
組
む
。

受
診
率
向
上
に
取
り
組
む

A

動   画
1:04:01

坂
本 

直
司  

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

本
市
に
は
歴
史
的
資
源
が
数
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
観
光
商
品
と
し
て
磨
か
れ
て
い
な
い
。
さ
ら

に
都
市
振
興
税
廃
止
後
の
税
収
減
を
補
う
手
段
が
乏

し
い
こ
と
か
ら
「
壬
申
の
乱
謎
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」
と

い
う
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
の
商
品
開
発
を
提
案
す
る
。

壬
申
の
乱
謎
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

Qこ
の
提
案
は
、
観
光
消
費
を
地
域
経
済
に
直
接
つ
な

げ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ぜ
ひ
商
品
化
を
図

り
旅
行
会
社
な
ど
へ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
た
い
。
ま
ず

は
名
張
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
や
観
光
事

業
者
と
連
携
し
、
壬
申
の
乱
や
夏
見
廃
寺
跡
を
観
光

資
源
と
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
企
画
か
ら
進
め
た
い
。 

ぜ
ひ
商
品
化
を
図
り
た
い

A

動   画
4:04:07

藤
川 

美
広 

議
員

日
本
共
産
党

令
和
５
年
10
月
ま
で
に
事
業
停
止
や
倒
産
し
た
民

間
給
食
事
業
者
は
全
国
で
17
社
と
な
り
、
各
地
で

給
食
が
停
止
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
の
実
施
を
望
む
大
人
の
都
合
に
子
ど
も
を
巻
き

込
ん
で
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
の
権
利
・
教
育
を

守
る
市
の
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
せ
る
よ
う
直
営

で
の
実
施
を
求
め
る
。

中
学
校
給
食
は
直
営
で
実
施
を

Q中
学
校
給
食
は
何
よ
り
も
持
続
可
能
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
、
財
政
的
な
観

点
か
ら
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う

懸
念
を
払
拭
で
き
る
形
に
し
て
い
く
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
実
施
を
検
討

A

動   画
0:10:38

山
下 

登 

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

図
書
館
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
年
齢

層
が
自
由
に
読
書
に
親
し
め
る
場
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
利
用
者
数
が
激
減
し
て
お
り
、
施
設
整

備
や
書
籍
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
。

図
書
館
の
施
設
整
備
と
充
実
を

Qコ
ロ
ナ
を
理
由
に
閉
鎖
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
学
習
室

を
本
来
の
用
途
で
利
用
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
の
財
源
確
保
に
も
取
り
組
む
。
ま

た
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
環

境
整
備
を
進
め
る
。
さ
ら
に
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
る
外
国
語
書
籍
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
寄
贈
本
の
配
架
方
法
に
つ
い
て
も
改
善
し
て

い
く
。 読

書
環
境
の
充
実
を
図
る

A

動   画
1:10:03

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
対
象
と
な
る
30

代
ま
で
の
ケ
ア
ラ
ー
と
、
18
歳
未
満
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
対
す
る
本
市
独
自
の
支
援
を
問
う
。

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
独
自
支
援

Q30
代
ま
で
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
本
人
や
家
族
の
不

安
を
考
慮
し
、
進
学
や
就
職
、
家
庭
の
環
境
が
変
わ

る
際
に
、
今
後
の
支
援
方
法
を
伝
え
、
支
援
を
途
切

れ
さ
せ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
に
つ
い
て
は
様
々
な
相
談
機
会
を
通
じ
て
ケ
ア
ラ

ー
を
把
握
し
て
お
り
、
エ
リ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
中

心
に
、
支
援
会
議
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
共
有
に
よ

り
、継
続
し
た
支
援
が
出
来
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

継
続
し
た
支
援
を
行
う

A

動   画
5:07:12

※
2

※
1
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▼名張市特別功労者及び名張市功労者の推挙につき同意を求めることについて▼名張市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について▼
職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について▼名張市における保育の利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて▼名張市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について▼名張市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例の制
定について▼公の施設の指定管理者の指定について（名張市総合福祉センターふれあい）▼公の施設の指定管理者の指定について（名張市老
人福祉センター「ふれあい」）▼令和５年度名張市一般会計補正予算（第６号）について▼令和５年度名張市住宅新築資金等貸付事業特別会
計補正予算（第２号）について▼令和５年度名張市東山墓園造成事業特別会計補正予算（第２号）について▼令和５年度名張市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）について▼令和５年度名張市介護保険特別会計補正予算（第２号）について▼令和５年度名張市病院事業会計補
正予算（第１号）について▼市庁舎自家発電設備整備工事請負契約の締結について▼令和５年度名張市一般会計補正予算（第７号）について
▼教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて▼国津財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて

12 月定例議会　議決結果

全会一致で
可決

ご意見・ご要望をお待ちしています

3月3月3月
議会の日程 ※予定を変更する場合あり

請　願 ■「再審法改正を求める意見書」採択に関する請願（採択）

2月29日木
3月  6日水

7日木
8日金
11日月
13日水

議案上程
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
当初予算

14日木
15日金
18日月
19日火
21日木
26日火
29日金

予算特別委員会（総務企画・教育民生）
予算特別委員会（産業建設）
総務企画委員会　　
教育民生委員会
産業建設委員会
採決
閉会

市内の企業・団体、学生の集まり、近所のパパ・ママグループなど、 
市内に在住・在勤・在学の５人以上のグループであれば誰でも
OK！ 希望する日時や場所、テーマを決めた
上で、下のＱＲコードよりお申込みください。

市議会議員と気軽に意見交換しませんか？

議 会
まちカフェ

申込は
こちら

希望日の 1 カ月
前までにお申し
込みください！

 議会広報特別委員会（ 議会事務局　 63‐7834　　64‐8870　　 gikai@city.nabari.lg.jp  ）

■ 赤目地域で地域版議会報告会を開催
　12 月9日、赤目地域で地域版議
会報告会を開催しました。懇談の時
間では「赤目滝は市全体の財産という
意識で考えていく時代になっている。
赤目滝観光の玄関口は赤目口駅。駅
付近の整備も必要」という意見や「赤
目小町は事業者支援なので、その効
果が全体に波及するよう、地域と事業者が連携をとっていく必要がある」と
いった意見などを聞かせていただきました。いただいた意見は全議員で共有
し、今後の政策提言などの参考とさせていただきます。
　また、1月28日には全市民を対象とした議会報告会を開催しました。今後、
ホームページなどで内容を掲載する予定です。

■ 産業建設委員会が観光等に関する調査を実施
　産業建設委員会では今年度の所管
事務調査を「観光振興について」とし、
調査を進めています。
　11月 6日、調査の一環として市
内の柏原城跡を現地調査した後、市
の産業部と観光について意見交換会
を行いました。
　11月20日には特別天然記念物に指定され、名張にも生息するオオサン
ショウウオの理解を深めるため、環境省環境カウンセラーを講師に招き、勉
強会を実施しました。また、12月6日には名張市の地域おこし協力隊の皆
さんと、12月18日には赤目四十八滝渓谷保勝会の皆さんとの懇談会を開
催し、それぞれの取組や課題についてお伺いしました。

【議員提出議案】▼「再審法」の改正を求める意見書の提出について

開会時間は午前 10時からです。全ての本会議（委員
会を除く）がケーブルテレビで中継されます。なお、
YouTube では下記の会議全てを配信する予定であ
り、過去の会議も視聴することができます。

【YouTube】

名張市議会 Ｎｅｗｓ
■ 市立病院の在り方に関する中間報告書を市長に提出

　令和3年12月に市立病院経営改革特別委員会を設置して以降、特別委員会では医療機関への行
政視察や市立病院との意見交換など、調査・協議を重ねてきました。これを踏まえ、市立病院の在り
方について、議会としての意見を取りまとめ、市長に対し中間報告を行いました。
中間報告の主な内容は次のとおりです。
　①より強固な経営基盤を確立するため、経営形態の見直しを含む抜本的な経営改革を行うことが必
　要不可欠で、経営の自主性・迅速性を最も発揮できる地方独立行政法人への見直しが最適である。
　②地域医療体制の強化に向けて、医療の質の向上と医師確保を図るためには、大学病院との連携
　体制の構築が重要である。市立病院と大学病院の連携を強化し、医療職の多い病院組織を改革
　して統率するためには、医師が地方独立行政法人の理事長の任に就くことが必要不可欠であると
　考える。


